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This study aims to promote students' motivation fo1' reading English texts by utilizing 
infe1'ential questions and evaluative questions. For achieving theむm，this study五rstly
asce1'tained what kinds of 1'eading comp1'ehension questions were available in a junior high school 
English textbook. Secondly， through the reflection on the p1'actice， this study examined the efects 
of inferential【luestionsand evaluative questions. The 1'esults 1'evealed that the textbook had few 
infe1'ential questions and evaluative questions， and the students' motivation fo1' 1'eading and their 
thinking we1'e p1'omoted by them 
[キーワー ド] 設問分析 リー デイング指導 推論発問 詐価発問
1 問題の所在
(1) リー ディングに対する苦手意識
平成20年度の学習指導要領の改訂により，中学
校英語で学習する英単語の数が900語から 1200
語以上に増加した。それlにこ司f、
れている英文の量も増h加日した。今日，その増加し
た英文をいかに生徒に読ませるのかが英語教師の
課題となっている。
中学校2年生を対象に実施されたベネッセ
(2009)の調査では，英語を「読むこと」に刻して，
中学生が抵抗感を抱いている可能性を示H変し
た。4技能の中でどれが好きか回答する項目で，
「読むことjが他の項目に比べてやや低いことが
わかったoまた，回答者のうち約6割カ， i英語が苦
手，かつ，嫌し、である」と回答しており，いつから
英語に対して苦手意識を持ち始めたのかという質
問に対しては，i中lの後半」が最も割合が高く，
26目 6%だ、った。中学校1年生後半ーの時期に英語に
苦手意識を持ち始める原因は何か。その時期か
仏教科書1ページに刻する英文の量が増えること
が一つの要因として考えられる。
(2)魅力的な読解活動を行う必要性
生徒の読みへの抵抗感を1雫減し，読みへの意欲
を喚起するためには，英Jcit充解指導を魅力的なも
のにする必要がある。英文読解のためには語葉力
と語法に関する運用力も必要であるが，そもそも
自の前にある英文に興味 ・関心を示さなければ，
それを読み，学習 しよ うとする意欲は午じにくい
だろう。しかし 現状としては従来型の方法で逐
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語訳させ， その後奇読をさせる授業も少なくない。
このような授業を続けることで¥授業は単調なも
のになり，生徒の学習意欲も減退する可能性があ
る。逐語訳を通した精読で，文の構造を担握する
力を身につけさせたり，単語や文法などの言語材
料を理解させたりすることもたしかに重要ではあ
る。しかし 言語材料の理解に終始せずに，生徒
の主体的な読みを促す魅力的な読解活動を行うべ
きである。
(3)魅力的な読解活動とは
本研究では魅力 (I~Jな読解活動の特徴を，以下の
三点であると考える。
①日の前のテキス トを読もうとする生徒の姿
を見ることができる活動。
②λ|そ徒が読むことに対して来しさを感じるこ
とができるf舌弱j。
③生徒が自分の考えや意見を表出するために，
既有知識を活則したり，考えたり しながら取
り組む活動。
このような読解活動を行うためには，読み手の積
極1'1句な関与を促すような発聞が重安であると考え
る。しかし，英語J受業おいては，知識や情報を問う
たりするものが多い。これでは本文への学習者の
下体的な関与が生じにくいだろう。また，学習指
導要領の求める，思考力 ・半IJ断力 ・表現力の育成
にもつながりにくいのではないか。学習者の読み
への，む欲を促し， 学tHl者が既有知識と統合を図り
ながら自らの知識の向らの考えを表山させたりす
る1-1で英語力を伸ばしてし、く活動を行いたい。
(-1)研究の目的と方法
研究では，英語授業における発問を見直す。
推論発問と評価発問によって読解活動を魅力的え
ものにし，生徒の読みへの意欲を喚起するととも
こ，思考を促すこと目的とする。推論発問 ・評価発
問については後述する。
本研究は以下の手順で研究を行う。
①先行研究を検討する。
②教科書の設問分析を通して教科72:中の推論発
問 ・評価発問の割合を検証するコ
③推論発問と評価発問を実践に取り入れ，授業
の様子 ・ワークシー トの記入 ・感煙、の記入か
ら，成果と課琶を明らかにする3
2 先行研究の検討
( 1)発問の種類について
読解活動を魅力的なものにするために田中
(201 )は発聞を見直すことを提唱している。田中
は発問を3つのタイプに分けている。事実発問，
推論発問，評価発問の3つである。seen(1975)を
参照した例を転用する。
(例)Maryflies to the Occident twice a year to 
buy fashionable clothes. 
この例文から考えられる 3つのタイフの発聞をま
とめているのが表1である。
表1発問の3つのタイプ
発問のタイプ 特徴 伊l
(1)事実発問 テキスト上に Where does 'Ilary 
(fact-finding 直接示された go Lwice a year? 
questions) 内容を読み取
らせる
(2)批論発問 テキス 卜上の Does Mary have a 
(inferential 情報をもと lot of money? 
quest1ons) に，テキスト
上には直接示
されていない
内容を推測さ
せる
(3)評価発問 テキストに書 lmagine you 
(evaluative かれた内容に have a 10t of 
questions) 対する読み手 money. lI'ou1d 
の考えや態度 you spend it in 
を答えさせる clothes and 
pleasure? 
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(2)推論発問について
紺渡(2011)は高校生を対象に推論発問が学背
者の意欲を促進し，深い思考を行わせるのかどう
か，高校生を・lr.実発問群と推論発問群に分け，質
問紙調査と感偲文の記述から検証している。感想
文は主題の読み取り，人物の行為から見る心情把
握，読みの展開という三有、から分析された。質問
紙調査の意欲を測る項目において， 二つのグルー
フ切問に有意差は見られなかった。しかし，推論発
問群の記述欄には打話命発問に楽しさを感じたとい
記述があったと述べており，意欲を促進する可能
性を示唆した。また， 感想、の分析から，生徒σの)}
考が傑化され，深い読みを行っていたことが明ら
かにされている。
この研究では推論を日本語で記述させている
が，既に接続詞bocauseを学んでいる場合は，英
語での記述も考えられるだろう。
(3)評価発問について
峯島(2011)は，大学生を対象として，評価発問
を用いた授業を行い，その効果について被験者の
回答から実証的に検証した。物語文を使胤し，評
価発問が学習者の主体的，創造的な読みを促すμ[
能性があることを示唆した
この研究から，評価発問によって被験者の思考
が促されたことが見て取れる。しかし，アウトプ
ットが日本語によるものとなっていた。思考を深
化させるためには，第二言語ではなく母語で思考
するべきであるが，学習者の英語力を伸長させる
ためには，インフット後の英語でのアウトプット
も必要になる。英語で表現活動を行うことは3 英
語科の教科としての特性と言える。評価発問を通
じて主体的 ・創造的な読みを行い， それを踏まえ
て考えゃな見を束ー語て宏 出する活動についても有
えるべきだ。
現行の中学校学習指導要領外国語編の「読むこ
とjの中に以下のことが記されている。
(オ)話の内容や書き手の意見などに対して
感想を述べたり賛否やその理由を示したりな
どすることができるよう、書かれた内容や考
えJjなどをとらえること
この文言に対して，解説編では， r読むことjの活
動を単なる知識を得ることにとどまるのではなく，
「読むことJを泊して得たことを自らの体験や考
えと照らし合わせ， r話すこと」や「書くこと」と
結びつけることの重要性を述べている。
上記の学習指導要領の文言から，読解の後にア
ウトフヨットをさせるような発問と して， 評価発聞
を用いることができると考える。
(4)OECDの視点から見た推論 ・評価発問の有用性
三種類の発問のうち，下記の経済協力開発機構
(OECD)により実施される生徒の学習到達度調査
(PISA)の読解力の定義を基に，田中は読解指導に
おける推論発問の有用性を示している。
(5)教科書中の設問の現状
では，現行の教科書において推論発問と評価発
問は実際どの程度扱われているのか。深津(2008)
は，ランダムに選んだ6社の高等学校英語リーデ
イング教科書中の設問分析を行なった。分析は
NuttalJ (1996)に従って行われた。教科書中に記載
されている英語による質問を5つに分類した。ふ
の5種類とは以下のものである。
①文字通りの理角平を求める発問
(Questions of literal comprehension) 
自らの目標を達成し，自 らの知識と可能性を発展| ②構hX:・再解釈を求める発問
させ，効果的に社会に参加するために，書かれた
テキス トを理解し3利用し，熟考する能力である。
その読解のフ。ロセスには， r情報の取り出しJ，rテ
キストの解釈J，r熟考 ・評価」の三つの要素が含
まれていると述べている。表2に，その特徴と例
を示す。表2は田中(201)から引用したものであ
る。表2の3つの要素は，それぞれ，事実発問，
推論発問，評価発問に対応している。
現行の学習指導要領においてすべての教科で
「テキストの解釈」や「熟考 ・評価Jといった読
む力を高めることの必要性がボされた。そのこと
を踏まえ，中学校英語科においてもそれらの力を
養う取り組みが必要ではないか。推論発問 ・評価
発問ともに，その読む力の育成において有効であ
ると考える。英語科においては英語での表出活動
を行う。長期的な取り組みによって思考力だけで
なく ，英語表現力の伸長が期待で、きると考える。
表2PISAの読解力と捉え方
読解力の要素 特徴 伊l
(1)情報の取 テキストに書 この手紙は誰
り出し かれている情 からのもので
報を正確に取 すか
り出す
(2)テキスト 書かれた情報 この 2つの手
の解釈 から推論して， 紙のそれぞれ
テキストの恵: に共通する目
味を理解する 的は次のうち
どれですか
(3)熟考・評価 書かれた情報 あなたは，この
を自らの知識 2通の手紙の
や経験に関連 どちらに賛成
づける しますカミ
60 
(Questions involving reorganLzlng or 
reinterpretation) 
③ 推~i命を求める発問
(Qucst i ons of inference) 
④評価を求める発問
(Questions of evaluation) 
③ 個人的な反応を求める発問
(Questions of personal responses) 
上記の①と②が事実発問，③が推論発問，④と⑤
が評価発聞に該当する。結果として以下のことが
わかった。
①多くの教科書の場合，本文中にある単語 ・表
現をそのまま抜き出せば解答となる設聞が圧
倒的割合を占めている。平均して， 76.2%がこ
の設問タイプである。
② 「読み手個人の応答を求める発問J，つまり評
イ而発問に関しては 2冊の教科書から，それぞ
れし5札 3%としづわずかな害1合しヵ、見られ
なかった。
この結果から，英語リーディング教科書の発問だ
けでは，木文を深く理解させるのは難しく ，授業
者が設問する必要性を示唆された。
この研究では，高等学校の教科書を対象に分析
をおこなっているが，中学校教科書については分
析されていない。中学校英語教科書についても現
状を把握する必要がある。
3 中学校英語教科書の設問分析
(1)中学校英語教科書の分析
本研究においては，深津と同じように Nutall
の分類に従って中学校英語教科書の分析を行う。
①と②を事実発問群， ③を推論発問群， @と⑤を
評価発問il平として，3種類に分類した。本研究は，
山形市で‘最も使用されている東京書籍の教科書
New Horizonを用いて分析を行った。
手)1慎:教科書記載の設問と，指導用教科書に記載
されている Trueor Falseと偽Aを分析の対象と
した。指導用教科書に記載されている Trueor 
FalseとQ仙は，生徒用教科書には記載されてい
ないものの， 実際の授業ではよく扱われているた
め，分析対象とした。以下のものが，教科書中の
分析対象とした設問で、ある。
① Warm~up (中学2年以降のもの)を含むすべて
のUnit内の各ページに記載されている，文章
に関する導入の設問と内容宿志の設問。
②各Unit (Let' s Readも含む)のReviewに記載
された設問
本研究では，日本語で書かれた設問も分析の夫橡
とした。新ヰ書中の設問のなかで，事実発問，推
論発問，評価発問のいずれにも該当しにくい要約
完成空欄補充問題，本文内容並べ替え問題はその
他に分類した。 しかし，文章を読んで表を完成さ
せる問題に関しては事実発問に分類した。 本文中
から解答となる単語や表現をそのまま抜き取ると
いう回答の仕方は事実発問と言えると判断したた
めである。Plusに関しては，Mul ti Plusの長文読
解のみ分析対象とし，その他の ListeningPlus， 
Speaking Plus， Writing Plusは分析の対象には
しなかった。
(2)分析の結果と考察
分析の結果:各学年の教科書の，事実発問，推論
発問，評価発問の数をそれぞれ調べたところ，表
3のような結果となった。図1は，それぞれの発
問の割合を示したものである。中学1年生用の教
科書において，事実発問は約 99.6札推論発聞は
0札評価発聞は約 0.4%で、あった。中学2年生用
の教科書においては， 事実発問は約 91.3札推論
発聞はO.7札評価発問は約2.4%で、あった。 中学
3年生用の教科書においては，事実発問は約89.4札
推論発問は約 1.2札評価発問は約3.1%で、あった。
学年が上がるにつれて事実発問の割合は少なくな
り，推論 ・評価発問の割合が若干高くなる。
表3各学年の教科書における読解設問の数
中学I年 中学2年 中学3年
事実発問 213 230 228 
推論発問 。 2 3 
評価発問 6 8 
その他 。 14 16 
?
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口事実発問 ・推論発問
0% 20% 40% 60% 80% 100% 
図1各学年の教科書における各設問の割合
考察 :先行研究同様，推論発問と評価発問の割
合が低く，事実発問の割合が非常に高い。まず，
事実発聞が多い理由として以下の二つを考える。
一つ目は，事実発聞は作りやすいとし、うことである。
二つ目は，中学校段階においてはほとんどの言語
材料が生徒にとって初見のもので、あり，各ページ
で学んだ言語材料を用いて，まずはテキスト中の
情報を読み取ることが第一優先事項になると考え
られるからである。中学生の言語的知識が乏しい
ことを考慮、に入れると，事実発問を多くし，情報
の読み取りを第一優先事項に置くのは，妥当な措
置と言える。しかし，授業を行う上では，事実情
報の把握に終始せず，生徒に自分の考えや意見を
考えさせ，それらを表出するような読解活動をす
べきではなし、かと考える。
全学年を通じて推論発問の少なさが目立つ。 1
年生用教科書で少ない理由は，本文の量が少なく，
事実情報もその分少ないために，推論させること
が難しいのではないか。 しかし，中学校2年生用
教科書と3年生用教科書においては， 1ページあ
たりの英語量も増える傾向にあり，本文に含まれ
ている事実情報は多い。内容にも寄るが，その事
実情報を基に推測させる発問を設けることができ
るのではないかと考える
評価発聞が少ない理由としては，アウトフ。ット
させようにも，生徒の中にアウ トプッ トするだけ
の英語の知識が蓄積されていないことが考えられ
る。第二言語習得理論においては，第二言語習得
の過程で大量のインプットを必要とし，アウトプ
ットの量は，インプβツトの量よりもはるかに少な
いと言われている。しかし，英語におけるアウ ト
プッ トはできなくとも，英語科としての特性は失
われるが，思考を行う機会と して日本語によるア
ウトプットは可能で、あろう。だが， 日本語での意
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見を尋ねる設問も少ない。既に設けられている評
価発問を活用しつつ，それだけでなく，内容に関
連させて考えや意見を表出させ機会を教師自身で
生徒の興味 ・関心を踏まえて適宜設けるべきなの
ではないか。
4 実践と結果
(1)推論発問 ・評価発問を取り入れた授業
本実践は，教職専門実習固として，11 形市内A
中学校第2学年を対象に実施された。 Newf-orizoll 
English Series 2 (東京書籍)の Let'sRead 2“Tyy 
to Be the Only One"を題材とした。この題材は，
幸斤垣ノ勉の人生を簡潔に描し、た物語文である。物語
文は具体性，真正性ゆえに，いわば作品と学習者
の思想が直に触れ合うことができる(大河原，
1982)また，自らの日常や生き方と関連付けて考え
られる物語文であれば，自分なりの考えや意見を
持ちやすい(Wallance，1992)。自らの生い立ちを
憎んでいた菜市Eだが，ノ¥.'々との出会いの中で，彼
の中に変化が生じ，自分ができることはなにか模
索し始める。そして， 吋rytosetheOnlyOne，Not 
just Number One"を座右の銘として見出し，歌手
として活躍する。サトウキピ畑の歌が有名であり，
その歌には隠喰的に，反戦争，平和への願し、がこ
められている。新出文法事項はないが，接続詞
(Bec3use，附181)，不定言司，動名詞が主たる復習文
法事項として含まれているc彼の人生の話を基lこ，
生徒に考えさせることができる教材で、ある。
(2)学習計画
全5時間で単元を構成した。授業は 1時間 1ペ
ージの進行を基本に計画した。授業では 3"-'4人の
ク、、ループ。を編成し，グ、ルーフ。で、の読解を行った。
不明な点については，ク、ルーフ。内で、相談すること
を許可した。クツレー フ。を編成したのは，田中(201) 
において，個人での推論発問への回答は認知的負
荷が高く 3 活動が停滞する可能性があると示唆さ
れたためである。また，授業は推論発問や評価発
聞を行う前に，事実発問で本文情報を把握するこ
とにした。その理由は，紺渡(2011)で，推論発問
だけを行った場合，英語力が高い被験者は事実情
報の把握もできていたが，英語力の低い被験者は
事実情報の把握に困難を示したと報告されている
からである。生徒聞の英語力に差があることを考
慮し，事実発問を設けることにした。授業の最後
に自己評価シートを記入させた。
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(3)各時の授業
推論発問 ・評価発問を取り入れたのは 1時間
目， 2時間目， 4時間目， 5時間目である。それぞ
れの授業の詳細ついて述べる。
1時間目:事実発聞を通して内容を把握した後，
推論発問として，唯一の家族である祖母に先立た
れて一人残された少年は，その後どのような感情
を抱いたかを推測させた。どうしてそのような感
情を抱くと考えられるのか，本文の情報をもとに
推測する推論発問である。接続詞の becauseを用
いながら英語で書き表すよう指示した。日木語に
よる記入欄も設け，最低限日本語での表出を行う
ように指示をした。辞書を用意し，必要な場合は
使うように指示した。その後の授業においても辞
書は用意し，随時使うようにした。
2時間目:1時間目同様，事実発聞を通して内容
を把握したあと，物語の今後の展開を予測させる
発問を行った。問いの内容は，登場人物である牧
師が，次のページで少年に言うであろう一言を考
え，ワークシートに記入するというものである。
生徒は， p.68とp.69を読み終えた時点でのテ
キストから得られた情報と自らの既有知識を活用
して推論する。この発問は，推論発問と個人的な
反応が求められる評価発問の両方の要素が含まれ
ていると考える。記入欄を図2のように吹き出し
形式にすることにより，生徒一人ひとりが牧師の
気持ちに一層寄り添いながら記入することができ
るのではなし¥かと考えた。
図2
4時間目:まず事実発問を通して内容把握を行い，
その後本文中の二つの単語， brightness(明るさ)
と sadness(悲しさ)が意味していることを考え
させる問いを設けた(図 3)。本文の中に，この二
つの単単-語が意味することを導く情報は提示されて
いなしいO 生徒の持っている既有知識と想像性を用
いる必要がある。これは，個人的な反応を求める
評価発問として設けた。まずは各自で思い浮かぶ
ままに列挙させた後，班ごとに共有させた。その
後，クラス全体で、各グループ。の考えを共有し，最
後にサトウキピ畑の歌に作曲家が込めた，思いにつ
いて，インターネットの情報を元に作られたスラ
イドショーを生徒たちに見せた
l ~r'! Try!-
まから鯵じるごとができる待蝿の咽るさと誕生しさと怯むん骨ことてもよう?ー
図3
5 時間目:これまで幸~垣勉の波乱万丈な人生
について触れてきた。WJT:im勉はその人生の中で，
嬉しさも悲しさも感じてきたであろう。そこで，
今度は生徒が自分の立場に置き換え，どんなと
きに嬉しさと悲しさを感じるのかを英作文させ
る問いを評価発聞として設けたο ここでは，本
題材で用いられている表現である fee1+形容詞
の表現と接続詞Whenを用いて書かせた。その後
グ、;1ー フQ内で、発表を行った。
5 実践の考察
1時間目の考察:授業の形式に慣れていなかっ
たためか，生徒に戸惑いの様子が見られた。グルー
プ間で関わりながら読解を行う様子はあまり見ら
れず，個人で設問に取り組んでいたようで、あった。
そのためなのか，記入が滞っていた生徒が多かっ
た。記入した生徒のワークシートを見ると， 一番
多い回答は「悲しい(sad)Jであり，次が 「憎む
(ha te) Jであった。わずかだが I怒っている
(angry) Jを書いていた生徒もいた。なぜそのよ
うな感情を抱いていると考えたのかを表す
because節を書くために，本文を繰り返し読む姿
が見られた。下記のものが生徒の英作文の一例で
ある。
. 1 think he was sad because he 10st his fami1y. 
. 1 think he was sad because (his) grandmother 
died. 
. 1 think he hated (his parents) because they 
1eft home. 
( )は筆者が補った箇所で、ある
繰り返し本文に目を通し本文中の情報を収集
し，それを基に推論している姿を見ることができ
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た。この生徒の姿から， リーディングへの意欲を
見ることはできたと考える。しかし，この推論発
問が主の課題として生徒の中に残っていたのかは
疑問が残る。自己評価シートの感想欄に，登場人
物に気持ちの読み取りに関して記述していた生徒
がし、なかった。感想欄に気持ちの読み取りに関す
る記述が見られなかったのは，生徒にとって気持
ちを読み取る活動が印象深く課題として認識され
ていなかったということではないか。
では，何が課題となっていたのか。 感情を表す
言語材料の学習が課題として認識されていた可能
性がある。この授業後の自己評価シート感想欄に
は，多くの生徒が「感情を表す表現について復習
できてよかった」ということを書いていた。この
授業では，感情の読み取りを行う上で， angry， sad， 
sleepy，など，感情や様子を表す英単語を紹介して
いた。本文で関連した言語材料を生徒の印象に残
すことができたと考えられ，提示自体は効果的で
あったと考える。しかし，生徒が気持ちの読みと
りを課題として認識していなかったということは，
推論発問をただ行うだけでは，印象には残らない
ということではないか。推論発問を授業の主の課
題としたい場合は3 その提示の仕方について配慮
する必要がある。
2時間目の考察物語の展開を考える過程で，
生徒が既有知識を活用し，その知識の拡大が図ら
れた場面があった。
[事例](s二生徒， 日， b，c=生徒の識月1 ，数字弓苦言回)
Sal :何書けばいいんだ?えっと・
Sbl :勉への一言でしょっん一，
Sa2 :捨てられたんだよねつ
Scl :たぶん。
Sb2・とりあえず3 父母はいなくなって，おばあ
ちゃんも死んじゃったんだよね?
Sa3 そうそう。
Sc2 :かわいそうだね， とか?
Sb3 :ってか牧師つてなに。教会にいんの?
Sc3 :なんか，小学生の時になんとか牧師ってや
ったな ・.. 
Sb4 なんだ?
Sa4 :キング牧師。
Sc4 :あ !それ!ゃったわ一。なんか演説した人
でしょ。
Sb5 : Iみんな大好きjみたいなだっけ?
Sc5・じゃあ・ ・教会にきなよ，みたいなことか
な。あ，あと歌おうとか?
Sa5:うん，いいんじゃない?
この事例のSalから Sc2までは，それまでの物語
の内容を骨在認する会話がなされている。百在認のた
めに物語の内容を思い出そうとしたり，前のペー
ジを見返したりするといった様子が見られた。表
現のために読みへの意欲が促進されたと考える。
Sc3から Sb5までは，牧師とはそもそも何かとい
った疑問が生じている。キング牧師としづ既有知
識と本文の情報をも基に，牧師とはそもそも何な
のかを考えようとしている様子が見られる。ここ
では授業者は介入せず，生徒同士の会話の様子を
見ていたc しかし，これを取り上げて学級全体で
牧師とはそもそもどういった職なのかを考える時
間を設けるのも，外国の文化を知るという点で有
効なことではないか。Sc5とSa5では，生徒の中
で，担、像ではあるものの，牧師としづ職が持つ特
徴を踏まえ，牧師が勉に対してどのように芦をか
けるのかを考えている。本文情報と既有情報と統
合しながら推測がなされていると考える。生徒の
読みと表現への意欲が見られた場面であると考え
る。下の写真はそのグ、ノレー フoの生徒が最終的に書
いTこものT乙，
(2)下時金gリフーに寓冒でー奮 t
瞳即・・.11:が61ζ.いた，，1:.l・牢I!:tl'.・~&， .広0:んという?.t事・bτ.畠脅なり骨申書e・えようl
i'lIf MWEMMg 
t，rd Le1; 'Int wi1h mι
Wt!Ut"lf 10 cr.v rC h ~ 
写真1生徒の書いた英文
自己評価の感想欄には， I登場人物の心情や気
持ちを想像して，英語で表現できて良かった。jや
「物語を深く読めて良かったん「楽しみながら学
ぶことができたj としりた記述が見られた。これ
らの記述から，読みへの意欲を見て取ることがで
きると考える。
4時間目の考察.生徒たちの回答として3明るさ
から連想されるものとしては， I沖縄の食べ物J，
「美しい海なとの自然J，I人の温かさjが主に挙
げられた。悲しさから連想されるものとして挙げ
られたのは， I戦争J，I米軍基地J，I台風などの自
然災害」で、あった。興味深い回答として，明るさ
に対して「故郷の匂しリというものがあった。そ
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の理由を尋ねたところ I沖縄を離れ本土に移り住
んだ人が3歌を聴くことで故郷の沖縄を思いだし，
風景とともに匂いまでも感じることができるので
はいないか」ということで、あった。その話を聞い
ていた生徒たちは， 自分が想像もしなかった観点
からの意見に対して驚きながらも，領き，共感し
ていた様子で、あった。本文の内容を基に3 既有知
識を活用しながら深い思考を行っていたことがう
かがえる。
自己評価の感想、欄からは I文章を深く読めて
良かった。J，I沖縄について，自分配知らないこと
が知れて良かった。J，I沖縄の歴史について考えら
れて良かったJ， Iサトウキビ畑の歌に込められた
思いを知ることができて良かった。次も楽しみ。j
といった記述が見られた。この授業での表出活動
は英語で、行ったわけで、はない。そのため，英語の
表現力の伸長に繋がらなかったと言える。しかし
ながら，本文から歌に込められた思いについて考
える機会にはなったO そして，考えた自分自身に
対して自己肯定感を抱いた結果，次の授業に対す
る意欲が生じたと考えられるのではない治、
5時間目の考察:When do you feel happy?とWhen
do you feel sad?という問いに対して， 1 feel 
happy WhelY''， 1 feel sad when~を用いて，各々
が自分の気持ちを述べている姿が見えた。物語を
読んだ上で自分を見つめることができたのではな
いだろうか。以下のものが生徒の書いた英文の一
例である。
. 1 feel sad when (I read) reading a book and 
watching(watch) movie(s) 
. 1 feel sad When my parents dies 
.1 feel happy when (I eat)eating a delicious 
food. 
. 1 feel happy when 1 get much money. 
( )は筆者が補った箇所で、ある
感想欄には， I自分の考えをかけて嬉しかっ
た。J，I友達のことについて知ることができて良か
った」といった感想が見られた。また，英作文を
行って発表することに対して I今までに習った表
現を使って書くことができたん「改めて，英語で
書くことの難しさを感じた。しかし，正しい英語
ではなくとも，伝えようとする気持ちがあれば伝
わるものだと今日の授業で実感した。」とし寸感想
が見られた。自分の考えを英語に書き起こすこと
は難しいことである。しかし3 難しし泊ミらこそ相
手に伝わった時の喜ひ、も一層のものなのである。
生徒の持っている言語的知識を活用して表出し，
不足分は調べる。このことを繰り返し，英語で表
現する力を養われる。今回の設問を通して，英語
で表現することの難しさと喜びの両方を，改めて
感じることができたのではないか。
以上より，推論発問と評価発聞を授業に取り入
ことにより，生徒の思考が深まり，リーデ、イング
に対する意欲も高まった。しかし， 1時間目の生
徒の感想欄への記入から，推論発問をただ取り入
れるだけでは，生徒に印象付けることが難しくい
ことがわかったO 推論発聞を主の課題として授業
に取り入れる上では3 推論発問をし、かに提示する
か考慮しなければならない。また，推論発問・評
価発問で英語による表出活動を行う場合は配慮が
必要だ。表現したいことをし、かに表現するのかを
生徒に学ばせるための手立てや，単元によっては
使わせたい言語材料を生徒に意識させるような手
立てを講じる必要があるのではないか。
6 到達点と課題
到達点:本研究を通して 得られた点は以下のも
のである。
①教科書の分析により，推論発問と評価発聞
の割合が低いことが分かったO 中学生は英
語学習初期の段階であるため，本文情報の
把握が第一優先事項と考えられ，事実発聞
が多いのは妥当な措置といえる。しかし，
授業が単調化して生徒の読解活動への意欲
が減退せぬよう，授業者が推論発問や評価
発聞を設ける必要があるだろう。
②実践を通して，推論発問と評価発聞によっ
て生徒が本文と関わりながら思考している
様子を見ることができた。また，授業の様
子やワークシート・自己評価シートの記入
から，推論発問と評価発聞によってリーデ
イングに対する意欲の喚起を期待できるこ
とが明らかとなった。
課題:推論発問と評価発問によって期待される思
考力・表現力の伸長には，短期的な取り組みでは
なく，長期的な取組みが必要だろう。その他には
以下の点が課題と言えるだろう。
①推論発聞と評価発問を取り入れるだけでは，
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生徒に印象付けることは難しいのかもしれ
ない。生徒の読みへの意欲を喚起するため
にどのような形で発聞を提示するのか配慮
する必要がある。
②推論発問と評価発問で生徒に英語で表現さ
せるにあたり以下のことに留意するべきだ。
a. 生徒は英作文に難しさを感じていた。日
本語からの直訳が不可能な場合の和文和
訳の方法など，英語で表現するための方
法の指導を行うべきである。
b. 単元によっては，使用させたい言語材料
を生徒に意識させる必要がある。
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